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-=,クタムとイ三ノラクトンの1た.な作り分け.び実.「1.i1....

曲形准矧.bワ1'キル基、1.水"TI県干の乃レキノへの{d展1封.毫で….」.轟1」'.1にFL/1二i

-.シス乃e十.ランス配アルケンのヨ././.なノ1.リ分け./・b実現1一

旨こ.、..L.准教授がテニュア..x員として平改291二3、目1日に1禾用

一.2部i.町の学1-・理事(ヒノニ.1アトフ.1.ク教昇との患」会を…}1]催しました

円彫場年廣九1..工爪大『と1⊥…[大「アテーコ./「.ラ..ク合同シンポジウム」を「ゴ催しました

アミド基は医農薬Ilrrllを・Fli1?成する複素環分.チを合成するための

近要な宜能基です、,アミド'1'f能基内の窒素及び酸素の反応性を

制御できると、同.・の原料からラクタムとイミノラクトンを合

成することが可能になるため、これらの制御法の開発が求めら

れていました。

創成科学研'yi・F"1・応用化学分野の西形孝司准文授(テニュアト
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ラック)らは、α一一プロモアミド化合物を銅触媒"rl三.ドでアク

リル酸誘導体と反1心;させる場合、塩基を変えることで、窒素と

酸素の反応性を胡御で噛きることを発見しましナこの成果は、

….ACSCa[a[vsis……(IF=9.3}に掲載され、アミド11ギ能基α)反応`「生

を化学的に精密制御するための方法諭として今後の複素環化学

への応用が期待されます。

触媒系で反応が

されるイ
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アルキル置換アルケンは医農薬iill「1をIllillJ比する巨要な骨格で

す,,この分子中のアルキル基とそのβ位の水素原子の位訟によ

りトランス溝造とシス構造が存在しますが、これらの立体化学

を反応により制郷するのは容易ではありません.

今回、創成科苧伺1究科応川化学分野の西形.孝.i〒1准教授(テニュ

アトラヅク)らは、銅触媒存在下、アルキル基と水素を多「「く結

合に岡時に専入する～`ヒドロアルキル化"という反応を開発す

ft4E'In・1〔起戯

ることで、アルケンの"t:体化学を精密に制御することに成功し

ました。反応に異なる水素源を用いたことが高い立体選択性の

実現につながりました。この成果は、…[ACSCatalvsis㍉(【F=9.3)

に掲ii黄され、∫」間アクセス数は同雑誌のTOP2U以内にランク

インしました..

アルケン分子を選択的に合成するための方法論として、今後

の複雑分子llf密合成化学への比;川が期待されます。
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